
 

 

 １１月２７日，句会を行いました。今年で６回目を数えます。低中学年

と高学年に分かれ，児童 1人 1人が考えた俳句を鑑賞しました。そして，

各自がいいと思う句を選んでその理由を発表しました。どの俳句にもそれ

ぞれの思いが込められていました。その後，講師の藤井逸馬先生からご指

導いただきました。 

 ぼくは，この俳句がいいと思いました。

わけは表現が工夫されていて，俳句に表さ

れた景色や作った人の気持ちが想像できた

からです。 
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す
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年々，俳句が

上手になって

いますね。 


